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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

筑後市長浜

古賀　強

  
教
師
道み

ち　
　

⑰

森
下
　
計
二

　

新
学
期
は
じ
め
に
家
庭
訪
問
に
回
っ
た

私
は
、
そ
の
日
最
後
の
子
の
と
こ
ろ
か
ら

学
校
へ
戻
る
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
ず
っ

と
泣
い
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
養
育
施
設
に
入
っ
て
集
団

で
暮
し
て
い
る
Ｓ
君
の
番
で
し
た
。
父
親

が
い
な
く
な
っ
て
母
親
に
預
け
ら
れ
た
彼

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
を
施
設
の
養
護
師(

先
生)

が
話
し

て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
か
え
し
て
い
た
か

ら
で
す
。

　

若
い
女
性
が
性
犯
罪
の
挙
句
生
む
こ
と

に
な
っ
た
子
。
結
婚
を
せ
ず
に
で
き
た
子
。

交
通
事
故
や
、
病
気
で
両
親
が
亡
く
な
っ

た
子
。
い
わ
ゆ
る
「
捨
て
子
」
と
し
か
言

え
な
い
よ
う
な
子
。
施
設
に
き
た
理
由
は

そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
そ
の
子
ら

に
寄
り
添
い
親
代
わ
り
と
し
て
日
夜
働
い

て
い
る
の
が
養
護
師
の
Ｙ
子
さ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
母
の
日
に
は
お
母
さ
ん
に
、

父
の
日
は
お
父
さ
ん
に
と
お
礼
の
手
紙
を

書
か
せ
た
り
、「
父
親
参
観
日
」
と
か
「
運

動
会
」
に
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
来
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
、
な
に
げ
な
く
言
っ

た
り
し
ま
す
。

　

で
も
、
そ
う
い
う
言
葉
が
ち
ゃ
ん
と
子

ど
も
の
胸
に
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る

の
だ
と
私
が
思
い
知
っ
た
日
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
で
す
「
お
家
で
一
番
た
い
せ

つ
な
人
」
に
手
紙
を

書
き
ま
し
ょ
う
と

か
、
ご
招
待
し
ま

し
ょ
う
と
話
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
君
の
「
一
番
た
い

せ
つ
な
人
」
は
あ
の

Ｙ
子
先
生
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

　

月
二
回
、
九
州
芸
文
館

に
て
宇
美
先
生
よ
り
水
彩

画
を
学
ん
で
い
ま
す
。
い

つ
か
は
水
彩
画
な
ら
で
は

の
優
し
い
タ
ッ
チ
で
身
近

な
筑
後
風
景
を
描
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、

自
宅
で
木
工
芸
も
嗜
ん
で

お
り
、
自
作
の
額
縁
に
額

装
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

野
菊
の
絵
手
紙
が
届
い
た
。

　

秋
の
野
辺
、
人
々
の
身
近
な
場
所

に
寄
り
添
っ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
咲
い

て
い
る
素
朴
で
可
憐
な
薄
紫
色
の
野

菊
は
、
秋
の
感
傷
を
誘
い
ま
す
。

野
菊
咲
き
い
つ
し
か
風
も
秋
を
告
げ

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

尾お 

花は
な 

色い
ろ

視覚デザイン研究所
「和の色のものがたり」より

　

♫
浴
衣
の
き
み
は
す
す
き
の
か
ん
ざ
し･･･

吉
田
拓
郎
70
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
旅
の
宿
」。

ス
ス
キ
の
季
語
は
秋
。
野
原
の
ス
ス
キ
が
銀
色

か
ら
金
色
に
変
わ
る
頃
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
伝
統
美
、
着
物
を
本
式
に
着
る
の
は

無
理
で
も
、
浴
衣
は
手
軽
に
楽
し
め
て
女
性
の

魅
力
を
引
き
立
て
る
。
旅
の
宿
で
露
天
風
呂
に

浸
っ
た
後
の
酒
の
味
は
格
別
で
、
酔
い
が
回
る

の
も
早
か
ろ
う
。
つ
い
彼
女
の
膝
枕
に
う
と
う

と
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
。
イ
イ
ナ
ア
。

薄
（
す
す
き
の
）
花
穂
の
色
。

優
し
く
、
目
立
た
な
い
色
で

す
が
、
平
安
人
の
心
を
と
ら

え
ま
し
た
。

第 49 回八女茶で健康 八女茶山唄の父　栗原晨護氏の想い

　私は、今年の 7 月 24 日午後、FM 八女の番組「ボ
イスリレ－」に約 10 分間電話出演し、お茶の話を
する機会を頂きました。番組最後のリクエスト曲
コ－ナ－では、栗原晨護氏の「八女茶山唄」をお
願いしました。お聴きいただいた方もおられると
思います。
　この貴重な音源は、昭和 39 年 5 月にキングレコ
－ドから発売されたもので、孫に当たられる栗原
浩暢氏から拝借しました。
　ここで、栗原晨護氏についてお話します。明治
33 年、現在の八女市矢部村生まれ。民謡・尺八・
バイオリンに秀で昭和 12 年にはラジオ番組で栗原
晨護氏の「八女茶山唄」が全国放送されています。
また、昭和 29 年 11 月に東京日比谷公会堂で行わ
れた「第 5 回日本民謡協会年次大会」において「八
女茶山唄」を唄われ、準優勝されました。ちなみ
に優勝者は「新相馬節」の三橋美智也氏でした。この大会をきっかけとして「八
女茶山唄」が一躍全国区の民謡となりました。その後、数々の場で八女茶山唄
を披露し、八女茶を PR して頂いております。
　昭和 37 年に矢部村役場を退職後は、キング、コロンビア、ポリド－ルの各
レコ－ド会社から栗原晨護氏の「八女茶山唄」が発売されます。昭和 51 年に
亡くなられますが、氏の想いは、「八女茶山唄日本一大会」として現在も民謡
を愛する方々に受け継がれ、本年で 36 回目を迎えることができております。
　なお、八女市矢部村の「文化の道の駅　杣のふるさと文化館」の中に栗原晨
護氏の記念コーナーが開設されています。貴重な音源を拝借した栗原浩暢氏
は、この文化館の館長でもあります。ここには吉田茂内閣の副総裁であった緒
方竹虎氏や八女市立花町出身で文化勲章を受章された洋画家の田崎廣助画伯

などとの交流など
が展示されていま
す。また、毎年 11
月の第 2 日曜日に
は、八女市矢部村
の八女津媛神社境
内で「もみじまつ
り」と栗原晨護民
謡祭が開催されて
います。
　ハア　ヤ〜レ〜
　福岡県
　茶生産組合連合会
　事務局長　

仁田原　寿一

写真：「第 5 回日本民謡協会年次大会」
昭和 29 年 11 月　東京日比谷公会堂
中央が栗原晨護氏、左は石村善右 石村
萬盛堂 2 代目社長

森林セラピー森の癒しとパッチワーク教室
　　日　時　9 月 21 日（土）10 時～ 3 時　　　　先着 20 名要予約
　　会　場　グリーンピア八女　　　　　　　　　☎ 0943-42-1115
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八女市黒木支所産業経済課
　　参加料　5,000 円　食事・温泉券オリジナルトリートメントボトル込み　

こんにちは。
八女警察署です。

�

秋口は、夕暮れから日没までの時間が急激に早まる時期です。
　○　ドライバーは
　　横断歩道では歩行者優先！
　　早朝・夕暮れ時は早めのライト点灯！ハイビームの励行
　○　歩行者は
　　明るい色の服装、反射材の着用を心掛けましょう。
　  道路を横断する際は、必ず「止まって、見て、待って渡る」を実践し、
ななめ横断など危険な横断はやめましょう。

駐車場内での交通事故多発！！

秋の交通安全県民運動が始まります

　平成 30 年中八女警察署管内での物件事故全体に占
める駐車場内事故の割合が３割を超えている状況
です！
　駐車場内では車両の動きが不規則で通行人や子ど
もの飛び出し、自転車等に注意が必要です。
　事故防止のため、バック駐車を徹底しましょう！

駐車場では
バック駐車を！

（令和元年９月２１日～３０日まで）

八
朔
花
火
大
会　
　

日
時
９
月
２
日
（
月
）　

午
後
８
時
開
始
予
定
（
雨
天
の
場
合
は
９
月
３
日
）　
　

会
場
：
八
女
市
祈
祷
院　

矢
部
川
河
川
敷


